
 
 
 
平成24年9月期第2四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成23年10月1日～平成24年3月31日) 

 

修正の理由 

（１）売上高の修正理由 
 売上高につきましては、以下の２つが大きな要因となり計画比95.9％となりました。 
 第１の要因としては、小売事業において前期までは店舗当たりの売上増を優先した結果、想定以上の値引き及び廃棄ロ
スが発生し売上総利益率が計画を下回ったため、今期は工場直売所の原点である「その日の商品はその日のうちに売り
切る」ことを優先し店舗当たりの適正在庫の把握に注力し発注精度の向上に努めました。 
 また、特売等のイベント販売を見送った結果、値引き及び廃棄ロスは大幅に減少しましたが、一方で夕方には商品が少な
くなり集客ロスが発生し、店舗当たりの顧客数は前期比90％となり結果、売上高は前期比92％となりました。 
 第２の要因としては、出店につき今期はスクラップアンドビルドを前提として、５店舗程度の出退店を計画しておりました
が、既存店舗の収益基盤をより強化するために集客力の見込みが薄い不採算店９店舗を退店する一方で、出店は２店舗
となり計画比７店舗の純減となりました。 
 以上の結果、業績予想売上高が106百万円下回る見込みとなりました。 
（２）利益の修正理由 
 営業利益・経常利益・当期純利益が利益率で計画比２ポイント程度下回った主要因は、売上総利益率が計画比２ポイント
強下回ったためです。値引き及び廃棄ロスの減少により売上総利益率は前年同期比３ポイント以上改善したものの、三代
目茂蔵工場直売所のブランド強化にあたり、カテゴリー別の商品販売強化に努めた結果、顧客単価は上昇しましたが豆
腐・揚げ物類に比較して売上総利益率が低い菓子・デザート類・惣菜類の部門別構成比が高まったことで売上総利益率が
計画を下回る見込みとなりました。 
 一方で、販管費率は無駄の削減を進めた結果、ほぼ計画通りの推移となりました。 
 結果、営業利益で50百万円、経常利益で49百万円、当期純利益で56百万円業績予想を下回る見込みとなりました。 
   
 以上より、平成24年９月期第２四半期累計期間の業績予想につきましては、上記のとおり修正させていただきます。 
 なお、平成24年９月期通期の業績予想につきましては、第４四半期会計期間の売上計画は赤字計画を見込んでおりまし
たが、カテゴリー別販売強化の結果、顧客単価上昇による売上増と販管費の削減等を推し進めることにより黒字化が見込
まれるため平成23年11月10日に公表した数値のとおりとさせていただきます。 
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業績予想の修正に関するお知らせ  

 最近の業績動向を踏まえ、平成23年11月10日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお
知らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 2,580 140 141 129 894.93

今回修正予想(B) 2,474 89 91 72 502.73

増減額(B-A) △106 △50 △49 △56

増減率(%) △4.1 △36.0 △35.0 △43.8

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成23年9月期第2四半期）

2,607 7 7 △4 △31.25


